
神経グループ 

 

所属メンバー 

・白石 秀明 （助教、平成 4年卒） 

・伊藤 智城 （特任助教・北見赤十字病院、平成 14 年卒） 

・香坂  忍 （非常勤、昭和 52 年卒） 

・朝比奈直子 （非常勤、平成 9年卒） 

・柳生 一自 （医員、平成 12 年卒） 

・大塚 耕右 （大学院博士課程 3年、平成 15 年卒） 

・細木 華奈 （学術研究員） 

 

他施設にて診療・研修 

・江川  潔 （平成 10 年卒）Massachusetts General Hospital, MA, USA 

・植田 佑樹 （平成 15 年卒）静岡てんかん・神経医療センター 

・末田慶太朗 （平成 11 年卒）静岡医療福祉センター 

・高橋 有美 （平成 13 年卒）楡の会こどもクリニック 

・中島  翠 （平成 16 年卒）The Hospital for Sick Children, Toronto, ON, Canada 

 

入院患者 

延べ合計85名 

・ てんかん・痙攣性疾患 47 名：症候性てんかん 12 名／症候性局在関連てんかん 

14 名／Epileptic spasumus/WEST 症候群 9 名／交代性片麻痺痙攣重積 4 名／Dravet

症候群 2 名／特発性全般てんかん 1 名／BECCT 2 名／ABPE ３名 

・ ミトコンドリア病 8 名： MELAS 8 名 

・不随意運動 0 名 

・ 神経筋疾患 5 名：動眼神経炎 4 名／脊髄性筋萎縮症 1 名 

・ 代謝・遺伝・変性疾患 17 名：Menkes 病 1 名／Shprintzen-Goldberg 症候群／CDG 

1 名／Leigh 脳症 1 名／遺伝性頚性対麻痺 1 名／CMT２名／CIDP ５名／多発性硬化症 

4 名／Joubert 症候群 1 名 

・ 重症心身障害児 3 名 

・ 精神遅滞・発達障害 2 名： 

・ 精神心理疾患 2 名： 

・ 脳死 1 名 



 

検査別 

長時間脳波：24例 

筋生検：    0 例 

 

外来診療 

• 新患患者数：117 人 （約 2.3 人/週） 

• 再診患者数：4031 人   （80 人/週） 

・ 月曜・火曜・水曜神経外来（白石）：2476 人 

・ 月曜・火曜神経外来（朝比奈）：675 人 

・ 火曜神経外来（柳生）：354 人 

・ 水曜神経外来（香坂）：126 人 

以上、神経専門外来合計 3631 人 

・ 神経処方外来（月、水午前）：400 人 

 

 

• 脳磁図解析件数： 130 件 

• 頭蓋内脳波検査：   4 例（北大 1 例、旭川医大 2 例、北海道脳神経外科記念病院 1 例） 

• 当科で評価し、てんかん外科手術に至った患者数：10 例（病変切除：5 例、VNS: 5 例） 

 

• 脳波検査総数：一般脳波：外来 473 件、入院 30 件、終夜脳波：19 件、計 522 件 

 

治験 

• レベチラセタム（抗てんかん薬：UCB Pharma）：3名 

• オクスカーバマゼピン（抗てんかん薬：ノバルティスファーマ）：2名 

• トピナ（抗てんかん薬：協和発酵キリン株式会社）：2名 

• ラコサミド（抗てんかん薬：UCB Pharma）：3名 

 

関連病院神経外来 

（白石担当） 

• 手稲渓仁会病院：毎月 2-3 回木曜全日・午後：15〜25 人前後 

• 日鋼記念病院：毎月 1回第 4金曜全日：30〜40 人前後 

• 千歳市立市民病院：毎月 1回第 2金曜全日：30〜40 人前後 



• 市立根室病院：3か月に１回木曜午後〜金曜午前：40〜60 人前後 

• 岩内協会病院：3か月に１回第 3金曜午後：1回 10〜20 人 

（伊藤担当） 

• 日鋼記念病院：毎月第 3金曜日全日：20〜25 人前後 

• 北見赤十字病院：毎週 火曜午前、水曜午後、金曜午後：30～40 人前後 

（香坂担当） 

• 千歳市民病院：毎月 1回：10〜15 人前後 

• 製鉄記念室蘭病院：毎月 1回：10〜15 人前後 

（朝比奈担当） 

• 天使病院：毎月第 2、4木曜日全日：25 人前後 

• KKR 札幌医療センター：毎月第 2、4金曜日午後：20 人前後 

• 札幌厚生病院：毎月第 3 金曜日午後：10 人前後＋脳波判定 

• 小樽市立病院：6か月に 1回金曜日午後：5人前後 

（柳生担当） 

• 千歳市立市民病院：毎月第 4木曜日午後：15 人前後 

• 楡の会こどもクリニック：月曜日あるいは木曜日：20 人前後 

（大塚担当） 

• 手稲渓仁会病院：毎月第 1木曜日午前、第 3木曜日午後：10 人前後 

• 札幌市児童相談所：毎月第 3木曜日午前：4人前後 

（斉藤担当）：  

• 帯広協会病院：3か月に 1回金曜日全日：10 人前後＋脳波判定 

• 中標津町立病院：6か月に 1回木金曜日 2日間：10 人前後＋脳波判定 

（高橋担当）： 

• 北海道立子ども総合医療・療育センター：毎週水曜日午後：８人前後 

 

 

競争的外部資金・研究費 

1) 白石秀明：文部科学省科学研究費 基盤研究(C)、脳磁場計測を用いた乳児・小児障害   

脳における言語機能獲得の予後評価、平成 25 年度研究費：1,900 千円（直接経費 1,600

千円、間接経費 300 千円） 

2) 白石秀明：てんかん治療研究振興財団研究助成 医療過疎地域における、遠隔画像シス

テムを用いた、てんかん症例の多施設評価システムの構築 平成 25 年度研究費：1,600

千円 



3) 白石秀明：厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等克服研究事業（難治性疾患克服研 

究事業））稀少難治性てんかんに関する調査研究（研究代表者 大槻泰介）、平成 25 年

度研究費：900 千円 

4) 白石秀明：厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患克服研究事業）、傍シルビウス裂症

候群の実態調査と診断基準の作成に関する研究（研究代表者 加藤光広）、平成 25 年度

研究費：500 千円 

5) 白石秀明：精神・神経疾患研究開発費、脳形成異常を主とする発達期脳障害の病因・病

態と治療に関する研究、（代表研究者 佐々木柾行）、平成 25 年度研究費：1,000 千円 

6) 白石秀明：文部科学省科学研究費 基盤研究(A)、出生コホート研究による環境化学物

質の次世代影響ならびに環境遺伝交互作用の解明、（代表研究者 岸玲子）平成 25 年度

研究費：100 千円 

7) 白石秀明：文部科学省科学研究費 基盤研究(C)、コーホート内症例対照研究による学

童期発達障害発症の環境リスク因子と予防策の解明（代表研究者 池野多美子）平成 25

年度研究費：100 千円 

8) 白石秀明、朝比奈直子：厚生労働省・臨床研究中核病院整備事業研究費、ベザフィブ

レートによる極長鎖アシル CoA 脱水素酵素欠損症およびカルニチンパルミトイルトラン

スフェラーゼⅡ欠損症患者の治療 平成 25 年度研究費：4,000 千円 

9) 柳生一自：第 42 回（平成 23 年度）三菱財団社会福祉事業・研究助成、読字書字障害児

の体系的教育支援法の開発：脳機能検査を用いて：1,800 千円 

 

学位（医学博士） 

中島 翠：空間フィルター法を用いた皮質形成異常のおけるてんかん性棘波の機能解析 

（平成 26 年 3 月） 

 

受賞 

 中島 翠：てんかん治療研究振興財団 海外留学助成 

 末田慶太朗：第 55 回日本小児神経学会学術集会 若手優秀演題賞（2013 年 5 月 30 日） 

 植田 佑樹: 第 55 回日本小児神経学会学術集会 若手優秀ポスター賞 (2013 年 5 月

30 日)  

 

 

 

 



学会・研究会開催 

1. 日本臨床脳磁図コンソーシアム 教育研修セミナー. センチュリーロイヤルホテル札

幌・北海道大学病院、2013/8/26～27 

2. 厚生労働省・臨床研究中核病院整備事業「ミトコンドリア脂肪酸代謝異常症に対する

ベザフィブラート（ベザトール錠）の有効性と安全性に関する多施設共同臨床試験研

究」スタートアップミーティング. ＴＫＰガーデンシティ品川、2013/10/20 

 

学会発表 

1. 白石秀明、竹内文也、大塚耕右、柳生一自、朝比奈直子、香坂 忍、高橋香代子、中

根進児: 脳磁場計測を用いた乳児・小児障害脳における言語機能獲得の予後評価. 第

43 回日本臨床神経生理学会、高知、2013/10/7 

2. 白石秀明、大塚耕右、柳生一自、朝比奈直子: 機能画像を組み合わせた症候性局在関

連てんかん術前検討. 第 22 回北海道 PET・SPECT 研究会、札幌、2013/10/26 

3. 柳生一自、大塚耕右、白石秀明: 脳磁計測による読み困難をもつ児童の脳機能評価方

法の確立 第 55 回小児神経学会総会、大分、2013/5/31 

4. 柳生一自、下條暁司、板垣 俊、岩田みちる、豊巻敦人、白石秀明、室橋春光: 読み

困難に対する脳機能評価：脳磁図を用いて. 第 13 回発達性ディスレクシア研究会、広

島、2013/7/7 

5. 柳生一自、下條暁司、板垣 俊、岩田みちる、渡辺隼人、豊巻敦人、大塚耕右、白石

秀明、室橋春光: 読字障害に対する脳磁図、Dynamic Statistical Parametric 

Mapping (dSPM)を用いた読字活動評価. 第 43 回日本臨床神経生理学会学術大会、高知、

2013/11/9 

6. 末田慶太朗、山崎 透: 中学年代までに顕在発症した統合失調症の発症に至るまでの

臨床的特徴. 第 55 回日本小児神経学会、大分、2013/5/30 

7. 植田佑樹、高橋幸利、保立麻美子、山口解冬、那須裕郷、高山留美子、大谷英之、池

田浩子、今井克美、重松秀夫: ステロイドパルス療法が奏功した、傍感染性基底核脳

炎の一例. 第 116 回日本小児科学会学術集会、広島、2013/4/19 

8. 植田佑樹、今井克美、保立麻美子、山口解冬、那須裕郷、高山留美子、大谷英之、池

田浩子、重松秀夫、高橋幸利、井上有史、下島圭子、山本俊至: STXBP1 関連てんかん

脳症のてんかんおよび神経学的所見の経時的変化. 第 55 回日本小児神経学会、大分、

2013/5/30 

9. Yuki Ueda, Imai Katsumi, Hiroko Ikeda, Tokito Yamaguchi, Hirosato Nasu, 

Hideyuki Ohtani, Hideo Shigematsu, Yukitoshi Takahashi, Yushi Inoue: Clinical 

courses of epilepsy in patients with STXBP1 related epileptic encephalopathy. 

67th AES2013 annual meeting, Washington DC, 2013/12/6 

  



10.Kana HOSOKI and Shinji SAITOH: Molecular and Clinical Study of 30 Angelman 

Syndrome Patients with UBE3A mutation. 63rd Annual Meeting of American Society 

of Human Genetics, Boston USA, 2013/10/23  

11.Kiyoshi Egawa, Kyle Lillis, Volodymyr Dzhala, Kevin Staley: Alterations in  

neuronal cytoplasmic Cl- dynamics triggered by two photon laser-induced 

necrosis of neighboring neurons. Neuroscience 2013, San Diego, 2013/11/12 

12.Kiyoshi Egawa, Kyle Lillis, Volodymyr Dzhala, Kevin Staley: Changes in 

neuronal cytoplasmic Cl- dynamics triggered by two photon laser-induced 

necrosis of neighboring neurons Changes in neuronal cytoplasmic Cl- dynamics 

triggered by two photon laser-induced necrosis of neighboring neurons. 67th 

AES2013 annual meeting, Washington DC, 2013/12/6 

13.大塚耕右、中島 翠、伊藤智城、柳生一自、朝比奈直子、香坂 忍、白石秀明: 視床

下部過誤腫治療後に生じた症候性高 Na 血症. 第１４回北海道小児症例検討会、札幌、

2014/1/25 

14.大塚耕右、柳生一自、朝比奈直子、香坂 忍、白石秀明: Tourette 症候群に対する反

復経頭蓋磁気刺激療法の有用性 Clinical application of Repetitive Transcranial 

Magnetic Stimulation for Tourette Syndrome. 小児神経学会地方会、札幌、

2014/3/15 

15.大塚耕右、柳生一自、朝比奈直子、香坂 忍、藤間憲幸、工藤與亮、寺江 聡、白石

秀明: 脳磁図を用いたてんかん原性皮質病変 MRI 診断の有用性. 第 43 回日本神経放射

線学会、鳥取、2014/3/21 

16.高橋有美、大塚耕右、柳生一自、石川 丹: 当院短期入所事業を利用する在宅重症児

者の医療的ケアおよびその背景の検討. 第 55 回日本小児神経学会学術総会、大分、

2014/5/30 

17.高橋有美、柳生一自、石川 丹: 札幌市の短期入所事業の現状について—楡の会短期入

所の現状を通して−. 第 2 回北海道重症心身障害医療研究会、札幌、2014/1/18 

 

講演 

1. 白石秀明: 小児てんかん診断・治療の新知見. 第 116 回日本小児科学会学術集会教育

セミナー、広島、2013/4/20（広島国際会議場・招待講演） 

2. 白石秀明: てんかん診療における脳磁図検査の役割. 第 4 回八王子てんかんカンファ

レンス、八王子、2013/4/17（八王子ホテルニューグランド・招待講演） 

3. 白石秀明: 小児科領域における新規抗てんかん薬の位置づけ. 第 55 回日本小児神経学

会学術集会ランチョンセミナー、大分、2013/5/30（iichiko 総合文化センター・招待

講演） 



4. 白石秀明: 脳磁図ガイドてんかん外科の展望. 第 28 回日本生体磁気学会、新潟市、

2013/6/7（朱鷺メッセ・招待講演） 

5. Shiraishi H. Korean Epilepsy Preceptorship Program Ⅰ: Magnetoencephalography 

basics and application for epilepsy Korean Epilepsy Congress, Soul, South 

Korea, 2013/6/13 (Grand Hilton Hotel Seoul・招待講演) 

6. 白石秀明: てんかん治療の連携を目指して －診療連携・地域連携における問題点－.

第 7 回東北てんかんフォーラム、仙台市、2013/7/20（向陽グランドホテル・特別講演） 

7. 白石秀明: てんかん治療・診断の新知見. 第 38 回鹿児島てんかん研究会、鹿児島市、

2013/7/12（城山観光ホテル・特別講演） 

8. 白石秀明:  小児てんかん薬物治療の最新動向. 札幌市小児科医会学術講演会、札幌市、

2013/7/24（京王プラザホテル・招待講演） 

9. 白石秀明: 小児てんかん薬物治療の最新動向. 北総てんかん懇話会、印西市、

2013/7/27（日本医科大学千葉北総病院・招待講演） 

10.白石秀明: てんかん治療の新時代. 第 3 回滋賀県のてんかんを考える会、草津市、

2013/8/3（クサツエストピアホテル・特別講演） 

11.白石秀明: 小児てんかん治療の最新動向. イーケプラ学術講演会、新潟市、2013/8/24 

（朱鷺メッセ 新潟コンベンションセンター・特別講演） 

12.白石秀明: てんかん治療の新時代. Ekeppra 学術講演会、前橋市、2013/9/5（前橋テル

サ・特別講演） 

13.白石秀明: 小児てんかん治療の最新動向. 釧路てんかん治療懇話会、釧路市、

2013/9/13（釧路プリンスホテル・特別講演） 

14.白石秀明: 自動車運転をめぐる臨床的課題. 日本てんかん協会全国大会、旭川市、

2013/10/6（大雪クリスタルホール・招待講演） 

15.白石秀明: てんかんと地域医療・北海道におけるてんかん診療連携. 第 47 回日本てん

かん学会・シンポジウム 4、北九州市、2013/10/11（北九州国際会議場・シンポジスト） 

16.白石秀明: 包括的てんかん治療の実際. 第 47 回日本てんかん学会学術集会ランチョン

セミナー、北九州市、2013/10/11（北九州国際会議場・招待講演） 

17.白石秀明: てんかん診断の見極め・治療について. 後志てんかんネットワーク講演会、

札幌市、2013/12/7（札幌東急イン・招待講演） 

18.白石秀明: てんかん治療の最新動向. 北海道重症心身障害医療講演会、札幌市、

2014/1/18（アートホテルズ札幌・招待講演） 

19.白石秀明: 北海道てんかんネットワークの取り組みについて. Epilepsy Network in 

北見、北見市、2014/1/24（北見ピアソンホテル・招待講演） 



20.白石秀明: 中心前回皮質下白質に限局性皮質病変を持つ小児例. 第 37 回日本てんかん

外科学会イブニングセミナー（症例検討会）、大阪市、2013/2/6（大阪国際会議場・

招待講演） 

21.白石秀明: 小児てんかん治療の最新動向. 学術講演会、越谷市、2014/2/13（越谷コミ
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